
資料名

1巻 通史 1編 自然 1章 地形と地質 3
1巻 通史 1編 自然 １節 川俣町の位置 3
1巻 通史 1編 自然 2節 地形と水系 6
1巻 通史 1編 自然 1 地形 6
1巻 通史 1編 自然 山地の地形 6
1巻 通史 1編 自然 花塚･高太石山地 6
1巻 通史 1編 自然 口太･日山山地 8
1巻 通史 1編 自然 十万劫･女神山地 8
1巻 通史 1編 自然 山麓地の地形 9
1巻 通史 1編 自然 低地の地形 9
1巻 通史 1編 自然 2 水系 10
1巻 通史 1編 自然 広瀬川水系 11
1巻 通史 1編 自然 口太川水系 12
1巻 通史 1編 自然 女神川水系 12
1巻 通史 1編 自然 3節 地質 12
1巻 通史 1編 自然 1 山地と山麓地の地質 13
1巻 通史 1編 自然 花こう岩類 13
1巻 通史 1編 自然 変成岩類 16
1巻 通史 1編 自然 岩脈（火山岩） 17
1巻 通史 1編 自然 堆積岩類 18
1巻 通史 1編 自然 2 低地の地質 19
1巻 通史 1編 自然 広瀬川・女神川沿岸の低地 20
1巻 通史 1編 自然 口太川沿岸の低地 22
1巻 通史 1編 自然 3 自然の生い立ち（地史） 25
1巻 通史 1編 自然 阿武隈川の生い立ち 25
1巻 通史 1編 自然 地向斜時代 25
1巻 通史 1編 自然 海岸山脈の時代 28
1巻 通史 1編 自然 多島海の時代 29
1巻 通史 1編 自然 低地の自然 30
1巻 通史 1編 自然 氷河時代 30
1巻 通史 1編 自然 後氷期 31
1巻 通史 1編 自然 2章 気候と生物 33
1巻 通史 1編 自然 1節 気候と土壌 33
1巻 通史 1編 自然 1 気候 33
1巻 通史 1編 自然 川俣町の気候 34
1巻 通史 1編 自然 気温 34
1巻 通史 1編 自然 降水量 36
1巻 通史 1編 自然 風 37
1巻 通史 1編 自然 日照 38
1巻 通史 1編 自然 生物季節 38
1巻 通史 1編 自然 気候の変化 39
1巻 通史 1編 自然 経年変化 39
1巻 通史 1編 自然 古記録に残る気候 41
1巻 通史 1編 自然 年輪と気候 42
1巻 通史 1編 自然 2 土壌 44
1巻 通史 1編 自然 山・林地の土壌 44
1巻 通史 1編 自然 褐色森林土 44
1巻 通史 1編 自然 黒色土 45
1巻 通史 1編 自然 水田地の土壌 50
1巻 通史 1編 自然 湿性黒ボク土 51
1巻 通史 1編 自然 灰色低地土 51
1巻 通史 1編 自然 グライ土 51
1巻 通史 1編 自然 畑地の土壌 52
1巻 通史 1編 自然 黒ボク土 52
1巻 通史 1編 自然 褐色低地土 52
1巻 通史 1編 自然 2節 植物と動物 53
1巻 通史 1編 自然 1 植物 54
1巻 通史 1編 自然 現存植生 54
1巻 通史 1編 自然 植栽林 57
1巻 通史 1編 自然 天然記念物 57
1巻 通史 1編 自然 秋山の駒桜 58
1巻 通史 1編 自然 川俣春日神社の大欅 58
1巻 通史 1編 自然 羽田春日神社の大藤 59
1巻 通史 1編 自然 2 動物 60
1巻 通史 1編 自然 セキツイ動物 60
1巻 通史 1編 自然 魚類 60
1巻 通史 1編 自然 両生類 61
1巻 通史 1編 自然 爬虫類 61
1巻 通史 1編 自然 鳥類 61
1巻 通史 1編 自然 哺乳類 63
1巻 通史 1編 自然 無セキツイ動物 63
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1巻 通史 1編 自然 軟体動物 63
1巻 通史 1編 自然 節足動物 66
1巻 通史 1編 自然 トンボ目 66
1巻 通史 1編 自然 半翅目 66
1巻 通史 1編 自然 鱗翅目 66
1巻 通史 1編 自然 3章 自然の恩恵と災害 67
1巻 通史 1編 自然 1節 自然の恩恵 67
1巻 通史 1編 自然 1 地下資源 67
1巻 通史 1編 自然 ニッケル 67
1巻 通史 1編 自然 放射性元素鉱物 68
1巻 通史 1編 自然 けい・長石 68
1巻 通史 1編 自然 水晶山 69
1巻 通史 1編 自然 金山 70
1巻 通史 1編 自然 房又 70
1巻 通史 1編 自然 口太山 70
1巻 通史 1編 自然 ペグマタイト鉱床の副産物 70
1巻 通史 1編 自然 飯盛石・阿武隈石・水晶 71
1巻 通史 1編 自然 石材・および関連資源 71
1巻 通史 1編 自然 鉱泉 73
1巻 通史 1編 自然 2 水資源 74
1巻 通史 1編 自然 3 その他の資源 75
1巻 通史 1編 自然 2節 自然の災害 76
1巻 通史 1編 自然 1 気象災害 79
1巻 通史 1編 自然 冷害（凶作・飢饉） 79
1巻 通史 1編 自然 宝暦5年の冷害 80
1巻 通史 1編 自然 天明3年の冷害 80
1巻 通史 1編 自然 天保3年の冷害 81
1巻 通史 1編 自然 凍霜害 82
1巻 通史 1編 自然 風水害（風・水害） 82
1巻 通史 1編 自然 集中豪雨 84
1巻 通史 1編 自然 雪害 86
1巻 通史 1編 自然 火災 87
1巻 通史 1編 自然 2 地震・その他の災害 88
1巻 通史 1編 自然 地震災害 88
1巻 通史 1編 自然 その他の災害 89
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 概説 93
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1章 原始 99
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1節 先土器時代 100
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 縄文以前の人類文化 100
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 研究のあゆみ 100
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 人類の出現 101
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 先土器時代の遺跡と石器 103
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 川俣町の遺跡 103
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 先土器時代の生活 104
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2節 縄文時代 105
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 縄文時代の展開 105
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 縄文土器の出現 105
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 縄文早・前期の土器 107
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 点在する早・前期の遺跡 107
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 北ノ俣遺跡 107
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 高屋敷A遺跡 109
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 台山遺跡 109
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 大木戸遺跡 109
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 遺跡の立地的考察 109
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 土器にみられる位置づけ 110
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 生活の様相 111
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3 縄文中期の生活と文化 112
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 居住と炉 112
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 土器と石器の変化 113
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 後沢遺跡群 115
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 4 縄文後・晩期と縄文時代の終末 116
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 土器の多様化と社会の変化 116
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 縄文晩期文化と終末 118
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3節 弥生時代 120
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 縄文時代から弥生時代へ 120
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 弥生文化の波及 120
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 稲作の展開 123
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 川俣町の弥生時代 124
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 遺跡の特徴 124
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 弥生式土器 124
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 自然条件と遺跡 126
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2章 古代 127
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1節 古墳時代 127
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 県北地方の古墳 127
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 古墳時代の時期区分 127
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 県北地方の古墳分布 127



1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 川俣町の墳丘遺跡 128
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 大清水二号墳 129
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 三壇森遺跡 129
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 遺物による考察 130
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3 古墳時代の川俣 131
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 川俣周辺の状況 131
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 二つの視点 132
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2節 律令制下の川俣 133
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 国郡制の成立 133
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 陸奥国設置と信夫郡 133
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 信夫の豪族 134
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 伊達郡、安達郡の分置と川俣地方 135
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 蝦夷征伐と開拓 135
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 伊達郡・安達郡の分置 136
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 庶民のくらしと農業 137
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 製鉄遺跡と農具 139
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3 土師器と須恵器 139
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 空久保A遺跡 141
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 吉内遺跡 141
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 曾利田遺跡 142
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 大松作遺跡 142
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 大清水遺跡 142
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 その他の遺跡 143
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 双六山火葬墓 143
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3節 興福寺荘園小手保庄 145
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 信夫庄と小手保庄 145
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 平泉藤原氏と信夫庄司 145
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 興福寺荘園小手保庄 146
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 安達庄の成立 148
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3 養蚕と絹織物業の展開 148
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 奥州の特産物としての絹 148
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 律令制下の織物 149
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 文知摺絹と染料 150
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 興福寺領と織物 151
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 4 神社・寺院と信仰 151
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 春日神社と神宮寺 151
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 羽山信仰と福沢薬師堂 153
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 霊山寺と安積弘隆寺 154
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 未法思想と経塚 155
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 5 頼朝の東北平定 159
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 阿津賀志山・石那坂の戦い 159
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 小手保の没収 160
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3章 中世 161
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1節 小手保と春日神社 161
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 小手保の春日神社 161
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 頼朝の荘園寄進 161
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 春日神社をめぐる村落 162
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 春日社とゆかりの地名 163
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 仏神料田 163
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 荘園地名の名残 165
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 羽田春日社の七軒在家 166
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2節 熊野信仰と板碑 166
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 熊野参詣と勧請 167
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 山の霊場 167
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 熊野参り 167
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 熊野神の勧請 169
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 板碑と信仰 169
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 阿弥陀仏の信仰 170
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 板碑と豪族 171
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3節 南北両朝の戦い 172
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 内乱のはじまり 172
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 胤平の活躍 172
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 建武新政と本県勢の動向 173
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 足利尊氏の反乱と北畠顕家の上洛 174
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 内乱の経過 176
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 南党のおとろい 176
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 息ふきかえす南党 178
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 内乱の結末―動乱に消えた川俣城主 180
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 4節 幻の豪族川俣氏 182
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 応永の乱 182
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 奥羽観察者の下向 182
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 伊達氏の反抗 182
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 幕府と鎌倉府の対立 183
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 将軍の内書を受けた川俣氏 183
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 川俣氏の滅亡 185
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 5節 戦国期川俣の領主たち 186



1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 川俣と桜田氏 186
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 桜田氏の事績とその所領 186
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 川俣郷 188
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 村々の地頭 189
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 羽田氏 189
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 懸田領秋山・小島 189
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 伊達氏の一円化 190
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 6節 伊達氏勢力の浸透 191
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 伊達領川俣の支配者たち 191
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 桜田氏の入部 191
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 天文の乱後の桜田氏 191
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 懸田氏と秋山 192
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 懸田氏滅亡後の川俣 195
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 伊達直轄の拡大 195
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 7節 中世末期の小手郷 196
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 在家と町場 196
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 地頭と在家 196
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 要害としての町場 197
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 地主・地頭政所 198
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 用水の開さく 199
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 勘左堰 199
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 用水をめぐる規制 200
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3 村の人びと 200
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 複雑な身分 201
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 郷土の存在 201
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 8節 戦国争乱と終焉 202
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 1 伊達と相馬の抗争 203
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 伊達領草野 203
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 田村・相馬の侵攻 203
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 2 大内氏の攻略 204
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 大内定網 204
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 定網征伐 205
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 3 畠山氏の滅亡 207
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 伊達輝宗・畠山義継の死 207
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 二本松旧臣の処分 207
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 4 南奥の覇者伊達政宗 208
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 桜田隊の飯樋占領 208
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 蘆名氏の滅亡 209
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 5 政宗の屈服と転封 210
1巻 通史 2編 原始・古代・中世 秀吉の奥州仕置 210
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